
一
〇
九

投
稿
規
定

（
１
）�

論
文
の
内
容
は
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
領
域
を
中
心
と
し
つ

つ
、
他
地
域
も
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
学
・
歴
史
・
思
想
・
民

俗
・
宗
教
・
芸
術
・
政
治
・
経
済
・
法
律
・
社
会
等
に
関
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

（
２
）�

投
稿
資
格
は
、
本
学
の
専
任
及
び
非
常
勤
教
員
・
特
命
教
授
・
名
誉

教
授
・
客
員
教
授
・
研
究
員
・
客
員
研
究
員
・
助
手
（
非
常
勤
）、

研
究
所
の
企
画
・
活
動
に
参
与
し
た
研
究
者
、
並
び
に
編
集
委
員
会

が
認
め
た
者
と
し
ま
す
。

（
３
）�

原
稿
の
枚
数
は
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
六
〇
枚
前

後
と
し
ま
す
。
縦
書
き
、
横
書
き
は
問
い
ま
せ
ん
。（
掲
載
が
決
定

し
て
か
ら
二
週
間
以
内
に
印
刷
用
原
稿
を
電
子
媒
体
で
提
出
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
。）

（
４
）�

投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
編
集
委
員
会
が
最
終
的
な
採
否
の
決
定
を
し

ま
す
。

（
５
）�

執
筆
者
校
正
は
初
校
の
み
と
し
ま
す
。
な
お
、
校
正
段
階
で
の
大
幅

な
修
正
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
完
全
原
稿
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
幅
な
修
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、
応
分
の
費
用
を
負
担
願
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。）

（
６
）�

各
執
筆
者
に
抜
き
刷
り
を
五
〇
部
及
び
本
誌
五
部
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
抜
き
刷
り
増
刷
は
、
実
費
で
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
７
）�

本
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
転
載
す
る
場
合
は
、
予
め
運
営
委
員
会

に
ご
一
報
の
上
、
出
版
物
を
一
部
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
に
ご

寄
贈
下
さ
い
。（「『
年
次
別
論
文
集
』
へ
の
掲
載
を
除
く
。）

（
８
）�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
全
て
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
電
子
化

媒
体
に
よ
っ
て
複
製
、
公
開
し
、
公
衆
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
９
）�

執
筆
要
領
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
研
究
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

編 

集 

後 

記

　

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
は
、
本
集
で
五
〇
集
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
。
前
身
で
あ
る
『
東
洋
学
研
究
所
集
刊
』
か
ら
年
刊
で
成
果

を
問
う
て
き
た
歩
み
が
、
半
世
紀
の
時
を
刻
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
集
に
は
、
既
刊
の
総
目
次
を
掲
げ
て
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
関
わ
る
人
文

お
よ
び
社
会
科
学
の
多
様
な
業
績
が
発
信
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
ご
確
認
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
研
究
所
の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
研
究
機
関
と
し
て
の
持
続
と
発
展
と
を
喜
び

た
い
。

　

本
集
に
は
、
四
編
の
論
考
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
扱
わ
れ
る
地

域
と
し
て
、
中
国
と
日
本
と
が
あ
る
こ
と
、
論
じ
ら
れ
る
時
代
が
古
代
か

ら
現
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
は
、
研
究
の
既
往
と
現
在
と
を
象
徴
的

に
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
江
藤
論
文
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
日
中
国

交
正
常
化
は
、
一
九
七
二
年
の
こ
と
、
本
集
刊
の
創
刊
と
相
前
後
す
る
。

二
国
関
係
の
新
た
な
次
元
の
展
開
が
、
本
研
究
所
の
活
動
と
対
応
し
て
い

た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
世
界
が
相
即
的
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
現
時
点
で
は
ま
だ
終

息
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
、
短
絡
的
に
ほ
か
の
国
や
民
族
を
否
定
的
に
あ
げ

つ
ら
う
発
言
も
、
残
念
な
が
ら
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
む
ろ
ん
、
学
問

は
、
他
者
を
排
除
す
る
立
場
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。
国
際
交
流
は
さ

ら
に
深
ま
り
、
実
り
は
い
よ
い
よ
豊
か
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
次

の
半
世
紀
へ
の
第
一
歩
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

（
山
口
直
孝
）


